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微粒子分散液の塗布による配列

コロイド粒子を2次元ある
いは3次元に配列した薄膜
を作製する技術

1.0μm PSL粒子を約10cmにわたって規則的に配列300nm PSLの規則配列

連続塗布法実験装置
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研究シーズ概要
コロイド粒子を２次元あるいは３次元に配列した材料は、カラーフィルター、フォトニック結晶など新規の光学素子や、
コンビナートリアル化学あるいはバイオセンサーの基板としての利用が期待されている。本研究では、粒子の凝集・分
散機構を利用して、粒子径が１種類あるいは２種類以上のコロイド溶液から、粒子を配列させる新しい方法を検討した。
本法では、基板の濡れ性や粒子濃度の影響を余り受けずに配列することができる。また粒子配列の周期構造（縞状構造）
作製には、鋳型の上で、粒子を配列させる方法が一般的であるが、水平塗布法で基板の移動速度の変更によって、簡便
に縞状組織を得る方法を開発した。

使用用途
応用例など ・微粒子で膜や固体表面を覆いたいときに利用できる。

備 考 ・サブミクロン～数ミクロンの微粒子の規則配列や縞状配列が可能。
・短時間で大面積配列が可能。

移流集積法による微粒子配列の作製

Fabrication of particle array thin film by convective flow coating
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